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研究成果の概要 

 

生体内には脂質膜で覆われた多種多様な微粒子が存在する。それらは、物質輸送や情報伝達な

どの様々な生理的機能を媒介するだけでなく、癌や認知症などの疾患とも関連することが多々報

告されている。すなわち、生体微粒子の組成や機能を正しく理解することは、疾患の成り立ちの理

解を可能とし、その診断・治療法を与える重要な鍵となる。一方、生体微粒子は、その多様性のた

め、生体試料から取り出して精微に分析することが極めて難しく、大きな研究上の障害となってき

た。本研究では、理学・工学・医学に跨る異分野融合研究を推進することで、生体微粒子の組成

や機能を 1粒子ごとに解析可能な革新技術を世界に先駆けて開発する。そして、疾患モデル動

物や実際の患者由来の血清から抽出したエクソソームへと適応することで、「個々の微粒子がどの

ような組成・機能をもち、高次生命機能・疾患へと繋がるのか」を物理化学的視点から明らかにし、

その本質的な理解の実現を目指す。 

 

2022年度は、エクソソームの組成・機能の 1粒子解析を実現すべく、その基盤技術となる核酸

(DNA/RNA)の迅速デジタル検出技術やその発展型である全自動装置、小型装置の開発(代表論

文 1,2 )、および、リンパ腫由来のエクソソームに関する新知見の創出に成功した (代表論文 3)。 
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